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写真でふりかえる 十勝この１年
2021年度は新型コロナウイルスの影響で、乳製品を多数仕入れる外食産業の低迷もあり、
年末年始に生乳が供給過多に陥り、廃棄せざるを得ない恐れもあった。
十勝毎日新聞に掲載された写真（21年３月～22年３月）から１年を振り返る。

芽室町の落花生農家を応援しようと、テーマソング「メ

ムロピーナッツのうた」が誕生した。（21年3月22日）

「メムロピーナッツのうた」誕生
落花生農家を応援1

ＪＡ帯広大正が生産する「大正長いも」の20年産輸出量

が過去最高に。主力先の台湾やシンガポールの取扱量が

拡大し、取引価格が安定してきたことが要因。（21年6

月7日）

ＪＡ帯広大正の大正長いも
20年産の輸出過去最高へ2

十勝農協連は帯広競馬場東側の共栄通側敷地内（帯広市

西12南６など）に、農協連ビルを移転・新築する。22年

11月完成予定。（21年7月27日）

十勝農協連が新ビルの建設に着手
来年11月完成3

ＪＡめむろとふたみ青果（釧路市）が、航空便を活用し

朝に収穫したトウモロコシをその日のうちに首都圏で販

売する取り組みを始めた。（21年8月16）

朝取りコーン　夕方には首都圏へ
ＪＡめむろ4

北海道糖業は道内生産拠点の本別製糖所（本別町勇足）の

砂糖生産を23年３月で終了すると発表。（21年8月31日）

北糖本別の生産終了へ
北見と道南２体制移行5

下浦幌地区の畑作農家７戸でつくる「下浦幌テラドス利

用組合」は、約１億円で購入した自走式のビート収穫機

（ハーベスター）「テラドスＴ４－30」を初稼働させ

た。（21年9月1日）

下浦幌テラドス利用組合の
自走式ビート収穫機初稼働6

観光街道をＰＲする音更メロディーライン推進協議会メ

ンバーの三浦農場で、収穫を終えた小麦畑の一部に、

「笑顔」をテーマにした畑アートがお目見えした。（21

年9月16日）

音更で「笑顔」の畑アートお目見え7

日本航空とＪＡ北海道中央会は、客室乗務員で構成する

「ＪＡＬふるさと応援隊」が道内で農作業を支援し、Ｓ

ＮＳで地域農業を発信していく連携協定を締結した。

（21年9月29日）

客室乗務員が農作業を支援
ＪＡＬとＪＡ道中央会が連携協定8

JＡ士幌町の本部事務所が完成し落成式が開かれた。

（21年11月21日）

新事務所完成　「畜産センター」新設
ＪＡ士幌町90周年

10

作業服販売などを手掛けるオオツキは仔牛（こうし）用

の電熱線入りマフラー「ぬっくモーる」を開発した。

（21年12月4日）

子牛ぬくぬく　兵庫オオツキ電熱防寒具
十勝加藤牧場がモニター協力

11

十勝地方で暴風が吹き倒木被害や大規模停電が発生。帯

広市上清川町の酪農業宗宮学さんの牛舎では屋根が70

メートルほど吹き飛ばされていた。（21年12月11日）

牛舎の屋根吹っ飛ぶ
子牛ハッチに激突も無事

12

年末年始に生乳が供給過多に陥り、処理不可能乳が大量

に発生する恐れがある問題を受けて、全国有数の酪農地

帯である十勝でも波紋が広がった。（21年12月16日）

苦渋の生産抑制へ
生乳供給過多　十勝酪農に波紋

13

21年産農畜産物の管内ＪＡ取扱高が前年比８％増の３７

３５億円となり、耕種、畜産とも増収し、過去最高額を

更新した。（21年12月24日）

ＪＡ取扱高３７３５億円
耕畜増収、小麦は３０％増　過去最高額に

14

十勝を挙げて牛乳消費拡大を進める取り組みが加速。北

海道ホテルでは、「ＴＥＡＭ　ＮＡＣＳ」の森崎博之さ

んの「＃ミルクに恩返し」に連動した「ブライダル『ミ

ルクに乾杯！』」を企画した。（21年12月26日）

北海道ホテルでブライダル
「ミルクで乾杯」 企画

15

帯広農業高校の生徒たちが、よつ葉乳業が期間限定で発

売中の人気漫画「銀の匙　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｓｐｏｏｎ」

とコラボしたパッケージの牛乳をＰＲするビデオメッ

セージを制作した。（22年2月9日）

帯農生がＰＲに一役
よつ葉の銀の匙コラボ牛乳

16

※（　　　）は掲載日
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帯広畜産大学の学生サークル「酪農どうでしょう」は、

管内外の牧場見学をはじめ地域に積極的に出向き、酪農

現場の実情について学びを深めている。（21年10月14

日）

畜大サークル「酪農どうでしょう」
就農の後押しに
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